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若者雇用応援通信
非正規雇用を正社員へ
若者の挑戦と中小企業の採用を応援する『就職Shop』ニュースレター Vol.3

現在の日本では、「正社員で働きたいものの、非
正規で働いている若者」が約66万人も存在します
（※３）。大学卒業後に無進学かつ無就業の若者
も約5.8万人もおります。企業側に目を向けると、
中小企業における新卒就業者の離職率は依然とし
て高い水準にあり、100人から499人の事業規模で
は３年以内に30%以上が離職しています（※４）。

正社員で働きたい若者が多い一方、3年以内の離職
率が非常に高いということから、就職先を選ぶ段
階で”自分が活躍できる場所を選べていない”という
マッチングの課題も浮き彫りになっています。

※３：総務省「労働力調査（詳細集計）」（平成30年平均）
第Ⅱ-16表） 若者を15歳～34歳とし算出

若者採用
最前線

03
～若者就職支援の『就職Shop』と、介護の『HELPMAN JAPAN』による協働～

“介護×若者”のマッチング創出で、
介護業界の若手不足と若者のキャリア開発を両立

介護業界における課題

「若手人材不足」

2018年10月1日現在、日本の総人口は1億2,644万人。
そのうち65歳以上人口は3,558万人となり、いわゆ
る「高齢化率」は28.1％に達しています（※１）。
実に4人に1人が高齢者であり、介護を担う人材が
これまでに以上に必要とされていきます。

介護業界では年間約6万人の介護人材を新たに確保
しなければならない状況にありますが（※２）、
特に若年層の入職者が少ないという現状がありま
す。さらに他業界からの未経験者の流入が少ない
ことも人材不足のひとつの原因と考えられます。

※１：内閣府「令和元年版高齢社会白書」

介護業界の人手不足
特に若年層の入職者の少なさは深刻な課題

※４：厚生労働省「新規学卒就職者の離職状況 平成27年3月卒業
者の状況」＊新規学卒として雇用保険に加入した者が対象

正社員で働きたい非正規の若者たち
実は「活躍できる場」を探せていないのかも !?

若者における課題

「就職のミスマッチ」

年間約6万人の
介護人材が
新たに必要

※２：厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課 福祉人材確保対策室
「福祉・介護人材の確保に向けた取組について」
平成３０年９月６日（木）
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『就職Shop』のキャリアコーディネーターは、面談
の中で求職者の「やりたいこと」だけではなく、
「できること」や「向いていること」を見極めるこ
とに細心の注意を払っています。アルバイト経験、
習い事や趣味、挫折経験も含めてヒアリングしなが
ら求職者の適性を見極めます。
そこで「手に職をつけたい」「人に寄り添う仕事に
向いている」といった志向や特徴を持った若者には、
介護のしごとという選択肢も含めて求人のご紹介を
しています。
また、介護のしごとへの「5つの誤解」についても、
『HELPMAN JAPAN』が持つ豊富な知見やデータを
元に、丁寧に説明し誤解を解きほぐし、求職者の視
野を広げています。

～介護業界の若手人材不足の解消～
介護の仕事で活躍ができる若者と介護事業者との橋渡し

介護業界における若者雇用のミスマッチを解消すべ
く立ち上がったのが、若者雇用のプロである『就職
Shop』と介護業界支援のプロである『HELPMAN
JAPAN』による共同プロジェクト。

最大の特徴は、
①本人の志向や適性の掘り起こしに注力
②応募意思不問の職場見学
③書類選考なしで、面接で相性を確認できる

具体的な支援プロセス
就職希望者の志向と適性について
キャリアコーディネーターが面談を通じて把
握する

「手に職をつけたい」「人に寄り添う仕事へ
の適性がある」といった求職者に対し、介護
職を職業選択のオプションとして紹介

介護職の「5つの誤解」をデータに基づき解
きほぐし、求職者に興味を持っていただいた
ら詳しい仕事内容の紹介する

応募意思不問の職場見学会。介護事業者の施
設や先輩の仕事を見学することができる

◀介護事業者▶

人物重視で採用したい

未経験から育成したい

経験者を採用したい

研修制度が不十分

離職率が高い

“人”に寄り添う仕事志向

手に職をつけたい

成果主義で働きたい

ゼネラリスト志向

ビジネス志向

＜課題＞

若手人材の不足

＜課題＞

就職のミスマッチ

◀就職希望の若者 ▶

介護のしごとへの
「5つの誤解」
の解きほぐし介護業界

『就職Shop』は介護のしごとに適性や志向がある就職希望者に、
就職の選択肢の1つとして提案。
『HELPMAN JAPAN』が支援する人物重視の未経験者採用、人材
育成を重視する介護事業者をご紹介します。
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書類選考なしで、面接の場でお互いの相性
を確認してもらう

介護のしごとへの「5つの誤解」
GOKAI
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資格・経験が必要?
2人に1人が未経験からのスタート

離職率が高い?
約6割の職場が離職率10%未満

給与が低い?
他業種に引けを取らない給与や昇格制度

残業が多い?
介護サービス業で働く人の約50%が残業ゼロ

肉体労働が中心?
実は業務の50%はデスクワーク

“介護職と志向や適性がマッチする若者” と、
”未経験者を育てたい介護事業者”を繋ぐ独自の仕
組み

『HELPMAN JAPAN』が培ったノウハウを活か
した『就職Shop』のキャリアコーディネーターの
支援
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私どもリクルートキャリア『就職Shop』が配信する
ニュースレターに、最後まで目を通して頂き、あり
がとうございます。

今回は、未経験の若者に対して、介護サービス事業
者の求人をマッチングし成果の兆しが出始めている
ことを特集しました。このマッチングは、「就職活
動の経験自体が少ない若者」と「社会的認知に課題
のある介護業界」とのマッチングへのチャレンジで
あり、我々の同業他社も踏み込んでいない未開拓、
且つ難易度が高い領域でした。

本施策の成功のために拘ったのは、若者の目線に立
ち、介護サービス業界の実情を分かりやすく専門用
語抜きで翻訳して伝えること、若者に体験いただく
ことでした。まずは面談を通じて業界の実情をしっ
かりと伝え、少しでも興味を持っていただけたら、
実際の介護サービス事業者の施設を見学したうえで
働けるイメージが持てるかどうかを若者自身に判断
してもらうことで、納得感の高い意思決定を多く紡
ぐことができました。

これからも『就職Shop』は雇用を通じて社会課題の
解決に向き合い続けてまいります。

『就職Shop』を通して若者の就職状況を見てきた、
株式会社リクルートキャリア『就職Shop』 部⾧ 中川 竜宏からのメッセージ

“若者の就業先の選択肢を増やしたい
将来性ある介護サービス業界の魅力を正しく伝えたい”

2000年に中央三井信託銀行（現：
三井住友信託銀行）入社。2004年
に自らが第二新卒として、リクルー
トエイブリック（現：リクルート
キャリア）に入社。法人・個人いず
れも顧客対応部門でプレイヤー、お
よびマネジメントとして、不動産・
建設、金融、IT、製造業など幅広い
業界と、メンバークラスからハイ
キャリアクラスまで様々なレイヤー
を経験。2017年より『就職Shop』
を担当。

中川 竜宏
株式会社リクルートキャリア
『就職Shop』 部⾧

プロジェクト開始後１年間で、介護業界への就職決定人数は前年同期比7.5倍に!

2018年10月に『就職Shop』と『HELPMAN JAPAN』
のプロジェクトが開始。開始後１年で介護職への就職
決定人数の伸⾧率は7.5倍となっています。
プロジェクト開始後の入社者の離職率は5％以下と、
他職種で入社をされた方と比べても低い離職率になっ
ており、取り組みの有効性が確認できています。
また、「介護業界の若手人材不足の解消」「就業後の
ミスマッチの解消」という社会課題の解決に向けた兆
しを得ることが出来ています。

数多くの未経験の若者が、介護業界に就職をして定着へ

介護職の就職決定人数の伸び率
（2017年10月から2018年9月までの決定人数を1とした時）


